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SERAFRAME(セラフレーム)

セラフレームとは等辺山形鋼と丸
棒の組み合わせによる鋼製ラチス梁
の名称である。

本来梁とは ＢＥＡＭ であるが
建物を総合的に考えたとき、建築構
造物とは枠又は骨組みからなるとい
う意味でＦＲＡＭＥという用語を取
り入れた。







セラフレーム

床材下地合板床材フローリング

床組説明図

基礎立上り部分

根太材

ＬＶＬ下地材

ＬＶＬ下地材はご要望により
材料変更。
出荷時に鋼板釘で止めつけ
等の加工も可能です。

表面処理は溶融亜鉛メッキ加工(ＪＩＳ Ｈ 2017)
を採用している為、防錆性に優れ
水害・水濡れの際に復旧が容易です。



木材大引きでは通気性を確保が難しい

ラチス形状で通気性アップ



オールアンカー Ｃ1050

梁受ブラケット

ＬＶＬ木材(釘打ちorボルト締め)

端部収まり詳細

・基礎コンクリート天端部分に
梁受金物を設置。

・コンクリートドリルでアンカー
穴を施工。

・梁受金物のスライドボルト固定。

・下地木材のボルト締め。
(釘打ちオプション時は不要)

基礎立上り部分



Ｍ12ボルト ×2

梁受ブラケット

板座金 ６㎜

ブラケット透過図

梁受金物は120㎜のスライド機能を
持ち、基礎のふくらみや規格の違い
に対応可能です。

また高さも必要床レベルに合わせ
金物があります。
(図中は気密パッキン４㎜仕様)



品質管理体系

24の検査
88項目の品質管理項目



製作のための仕組み
工業規格化

製造技術・検査

ロボットによる
自動溶接

・溶接条件の設定
・限度見本による検査
・技能の維持、向上

・ＱＣ工程表による管理
・溶接条件の規格化
・破壊試験による妥当性確認

・教育訓練の実施
・不具合対策、改善予防
・品質管理者の設定



単品部品図及び寸法図


